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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　神の備えと経済活動　　創世記 ２：１５；３：１７－１９
ある日本の一流会社の高い地位の人が、「生きていくことは苦しいですよ。」、といいました。神を知らず人生の目的を知らずにいるときは、他の人から見て憧れのような立場にあっても真の喜びを知らなく、悩み苦しんでいる人が多くいます。
人間は、自然物を利用しながら加工し、分配して共同体の中で社会的に生きていきます。それは昔も今も変わりありません。神は全宇宙を創造し、人間を神にかたどって造り、神と親しく交わるためにエデンの園に置かれました。神がデザインして創造された目的が、ここにはっきりと示されております。人間はエデンの園で生活を始め、現代に至るまで経済活動が営まれてきました。「はなはだ良かった。」（創世記1:31）ことが罪の誘惑に陥って、はなはだ苦しい人生に変わってしまいました。現在の大不況下にあって、人間の地上の生活の意義と目的とは何か、人間はどの時点から迷い出て神の創造の目的から逸脱し、どのようにして修復されていくことができるか、神の前に謙虚になって世界中の全ての人が考えるべき重大な事柄です。
１．はなはだ良き生活
「初めに神は天と地とを創造された。」（創世記1:1）、と聖書の冒頭に宣言しています。全宇宙の全ての事柄が、神から始まっていることを告げています。神は創造のわざを終えて、全被造物が神のものとして用いられて神の栄光をあらわすために祝福し、聖別されました。神がデザインした創造の究極の目的は、人間が神と交わり、神を喜び神の栄光をあらわすことで、そのことが神御自身の喜びでした。この目的のために神のかたちに男性と女性が創造され、神のもとで家庭を築き上げていくために、この世のいかなるインスティテューションよりも先に神は結婚を制定されました。結婚に対する様々な考え方、多くの家庭が混乱している時代にあって、聖書が教えていることを真剣に心にとめるべきです。神は人間をエデンの園に置いて仕事の役割を与え、秩序正しく管理させました。働く喜びがあり、神に仕え、神と交わる喜びを満喫するはなはだ良き生活でした。ところが罪が入り込んで神から離れたことによって、事態は急変し、悪化していきました。
２．はなはだ苦しい生活

罪の誘惑に負けた人間は神から離れた己の知恵によって生きようとしたために、苦しみと滅びとをきたらせました。誘惑は初めスイートに装ってくるので、魅力的です。罪の誘惑に陥れるさまは、昔も今も見られる同じ誘惑をありありと見せられます（創世記3:6）。罪に陥った後の人間は神から逃げ隠れし、反逆する罪の態度の原型がここにあります。男性の愛も女性の愛も急速に冷えて行き、罪のなすりあいをするようになり、自己中心となって神の御心をなすことを忘れるという悲しい現実となりました。罪が入ってきた後は、経済活動にも直ちに悪影響を及ぼしました。生きる目的を失ったために一生苦しんでのろわれた地から食糧を得なければならなくなり、不安と悲しみと死を経験するようになりました。そのような状況のもとにあっても、神を畏れ、謙虚になって神が備えてくださったものを感謝しながら大切に用いていくとき、神の祝福が注がれます。　人間が経済活動で用いている自然物は神が造ったもので、人間が造り出した物は何一つありません。神が備えたものを神の栄光のために用いるなら祝福となり、濫用するなら、自然の破壊から来る災いとなって返ってきます。現在の世界的大不況も、聖書に示されていることからかけ離れていることを続けていたために、根底から揺さぶられる結果をもたらしたことを悔い改めなければなりません。世界は今、想像を絶する大不況の真っ只中にあります。大不況の原因となるものには、経済状況だけでなく、政治的、社会的、その他の要因が折り重なるものですが、このたびの大不況の引き金となったものはサブプライムローンとその他の信用創造（実態のないものをあるように造り上げる）に関わる「金融派生商品」からくるバブルの破裂です。サブプライムローンは低所得者たちにもマイホームをもつことができるようにという計らいで、それ自体は大変良いことです。ところがそれを濫用して人工的に価格をつり上げ、世界のマーケットを社会に貢献することを忘れて（？）「金融賭博場」にし、家の価格が上がった人たちはゆとりの分を健全な家庭を築き上げることに用いないで、贅沢品に使っていた付けが回ってきたのです。家はもともと住むためのもの、家庭を築き上げていくためのものであって、入手するための売買は必要ですが、投機の対象とすることは基本から逸脱したことです。
３．神の御心の確認
人間は罪のゆえにパラダイスから追放されて罪に満ちた世にあっても、キリストの十字架を通して救いの道を開いてくださった神の御心を知り、神の栄光のために生きていくことによって、永遠の御国を目指しつつこの世において意義ある人生を全うしていくことができます。
大不況という困難の中から、天地の創造主なる神を仰ぎ、神の御心を全うしていきましょう。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞　
